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　しかし，軍隊の役割は，明治 10 年（1877 年）
の西南戦争を最後に，内乱，国内政治に備えるも



















と建議し，明治 17 年（1884 年）2 月 8 日，海軍
卿の下に，海軍省の外局として，軍令を司る海軍
軍事部が設置されることとなる。


















































































　戦時大本営条例に基づき，明治 27 年（1894 年）



















　第 2 次伊藤博文内閣下の明治 26 年（1893 年）
3 月から明治 31 年（1898 年）11 月まで海軍大臣
の任にあったのは，西郷従道であったが，実質的
に，海軍を動かしていたのは海軍主事の山本権兵








































すこととなった。明治 36 年（1903 年）末，日露
関係の緊迫とともに，陸海軍間の戦略調整も予断
を許さないものとなり，速やかにこれを解決すべ
き必要から，陸軍が譲歩し，明治 36 年（1903 年）

























　明治 40 年（1907 年）4 月，平時における国家
戦略を規定する「帝国国防方針」が策定された。
これにより，陸軍は平時 25 個師団・戦時 50 個師
団とし，海軍は，米国を仮想敵国とした戦艦 8・













































































0 0 0 0 0 0 0 0
するに在りしが，
この条例は遂に有名無実に帰し，両者協同動作の
0 0 0 0 0 0 0
実を挙ぐるに至らずして日露戦役に
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
及べり。」（31）
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